




























































































法01 法 女性 私立B群 関西 2016年7月（2年目） 製造業 未実施
法02 法 女性 私立A群 関東 2016年7月（2年目） 卸売業→金融業 2018年10月（4年目） 金融業を継続
法03 法 男性 私立B群 中京 2016年7月（2年目） 運輸業 未実施
法04 法 男性 私立A群 関東 2016年7月（2年目） 金融業 2018年9月（4年目） 金融業を継続
法05 法 男性 私立A群 関東 2016年7月（2年目） IT業 2018年12月（4年目） IT業を継続
法06 法 女性 私立A群 関東 2016年8月（2年目） 金融業 2018年11月（4年目） 別の金融業
法07 法 女性 私立A群 関東 2016年8月（2年目） 運輸業 未実施
社01 社会 女性 私立B群 関東 2015年8月（1年目） サービス業 2018年9月（4年目） 別のサービス業
社02 社会 男性 私立B群 関東 2015年9月（1年目） サービス業 2018年10月（4年目） 公務へ出向中
社03 社会 男性 私立A群 関東 2015年9月（1年目） IT業 2018年12月（4年目） IT業を継続（転職予定）
社04 社会 女性 国公立 関東 2015年10月（1年目） 金融業 2018年10月（4年目） 金融業を継続
社05 社会 男性 私立B群 関東 2015年10月（未就職）（在学中） 2018年9月（3年目） 製造業→サービス業→求職中
社06 社会 男性 国公立 関東 2015年10月（1年目） 公務 2018年10月（4年目） 公務を継続
社07 社会 女性 私立B群 関東 2015年11月（1年目） 小売業 未実施
社08 社会 女性 私立B群 関西 2016年5月（2年目） 教育→IT業 未実施
社09 社会 女性 私立B群 関西 2016年5月（2年目） 金融業 2018年9月（4年目） 金融業を継続
社10 社会 男性 私立B群 関西 2016年5月（2年目） 金融業→小売業 2018年12月（4年目） 小売業を継続（転職予定）
社11 社会 女性 国公立 関東 2016年6月（2年目） 製造業 2018年10月（4年目） 製造業を継続
社12 社会 女性 私立B群 関西 2016年6月（2年目） 小売業 未実施




法学の知識 1. 法学の知識を仕事で使う 保険に関する法律
2. 法学の知識を仕事で使わない 法務部に配属されない
3. 就職後に役立つとわかる法学の学習経験 宅建の学習をして気付く
就職後に身に付ければよい知識 4. 勤務先での研修による知識の獲得 プログラミングの研修
読書の習慣 5. 仕事に関連する読書をしている 資格取得のため
6. 読書の習慣がない 小説も読まない
学習の習慣 7. 資格取得のための学習 税理士
8. 自主的な英語学習 アプリを使う
9. 捨てられない六法全書 何となく
汎用的スキル 10. 論理的であることの重視 法学部で身につけた
11. 法人顧客とのコミュニケーション 顧客と社内関連部署との仲立ち
12. 個人顧客とのコミュニケーション 外回り、飛び込み営業
PC の操作 13. 文章ソフトの利用と大学時代の経験 大学での授業経験あり
14. 表計算ソフトの利用と大学時代の経験 大学での授業経験あり、授業経験なし
15. 仕事で利用する専用ソフトウェア 税金計算ソフトウェア
大学の講義に対する評価 16. 英語の講義への高い評価 英語による法学の講義
17. 意味を見出せない法学の講義 判例に対して興味がない


















のみを挙げることとする。法学部出身者については表 2 に示すように 7 つのカテゴリーが
カテゴリー 概念 具体例




社会学以外の知識 5. 社会学以外の分野の知識を仕事で使う 簿記の授業経験
6. 留学生との交流経験が仕事に役立っている 授業でいろいろなことに気付く
7. どのような講義も役に立っていない 学歴取得だけに意味がある









学習の習慣 17. 教育機関での学び直し 専門学校に通う
18. 独学による学び直し 簿記の勉強
19. 勤務先での研修による知識の獲得 推奨される自己啓発
知識とそれを得るべき時期 20. 大学生のときに勉強しておくべき 統計学
21. 就職後に勉強すればよい 簿記
PC の操作 22. 仕事での表計算ソフトの利用 関数、ショートカットキー
23. 仕事でのプレゼンテーションソフトの利用 フォーマットを模倣する
24. 仕事での各種ソフトウェアの利用 フォトショップ、インデザインの利用
現在の諸活動 25. 仕事につながるボランティア 学習支援ボランティア
26. 読書・新聞購読の習慣 日経新聞を購読して社会情勢を知る
大学の講義に対する評価 27. 印象に残る講義は現在の仕事に関係ない 宿泊を伴う調査経験
28. 印象に残る講義は良い経験であった 日本文学の講義
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作成された。また、社会学部出身者については表 3 に示すように 9 つのカテゴリーが作成
された。





のは、具体的には？）保険業法だったり。あと、割賦販売法とか」（法 05）（＝ 1. 法学の
知識を仕事で使う）。「（法律を使うことってないですか？）ないですね。特に法務部に配属
されたこともないので」（法 02）（＝ 2. 法学の知識を仕事で使わない）。「宅建はもう取っ
たんですけど（いつ頃取られたんですか？）入職してから 1年目（略）民法とかやっぱり、
何も知らない状況で始めるよりは、多少なりとも A がいて B がいてとかっていうのが、多
少は身についたかなと思って。（大学時代に、まさか自分が宅建を取るとかって思ってい





















ないです」（法 06）（＝ 9. 捨てられない六法全書）。


















































会社だと PDCA とか言ったりしますけど、その発想自体」（社 02）（＝ 2. 社会学のゼミの経
験は今でも重要）。「スキルとかっていうことで、そこで身につけた社会学的な知識とか、
教養的な知識っていうのは、残念ながらあんま活用されたなっていう自覚はないですね」
（社 06）（＝ 3. 社会学の知識は役に立たない）。「社会学部にいると経済関係の視点ってい
うのがどうしてもない。（略）マーケットのことだとか、会社の経営関係だとかいうのを知
らずに卒業」（社 04）（＝ 4. 社会学の知識だけでは視野が狭くなる）。【社会学以外の知識】
についても肯定と否定がある。「簿記の授業とかもいちおう受けたんですけど。（略）資格
取ったのは入社してからだったんですけど。（略）特に勉強するときに基礎的な概念は理解
している」（社 02）（＝ 5. 社会学以外の分野の知識を仕事で使う）。「本当によかったです
よ。大学卒業して、より思うのが大学すごい自分の今のアイデンティティになっているっ
て。（略）いろんな国の人がいたんですけど。でも、そこもそうだし、あとはみんなの生き
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01）（＝ 8. 学生時代の PC による文章作成経験）。「卒業論文ってあれだけの長い、しかもちゃ
んと筋の通ったものを専門家である大学の先生がきちんと見るものを作る。（略）ダメ出し
をくらって持っていってはだめ、持っていってはだめ（略）あそこで経験をしなかったら













対やってないですし」（社 09）（＝ 12. 個人顧客とのコミュニケーション）。「地域の行事に
参加したことはありますね。（略）転勤したばかりの頃だったんですけど街の春の桜が咲く















した」（社 05）（＝ 16. 転職の際にも求められるコミュニケーション能力）。
　現在の仕事に関係する日常の習慣や、それに関連する考え方について、次のようなもの
が挙げられている。まず、【学習の習慣】である。「（1 年半ぐらい、専門学校ですか？）そ
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うですね。（略）通算で 100 万円ほどかかっていると思いますね。（略）広報で使っていた
フォトショップっていうのも、元は学校のほうで初めて扱わせてもらって。（略）スキルを













金かけてどれだけの効果があるのって」（社 03）（＝ 20. 大学生のときに勉強しておくべき）。
「簿記とか。（略）たぶん大学のときやっていても興味ないんですよ、きっと。（ないですよ
ね。だから）だから別にいいです。（略）だから、別にそのときはそれでよかったと思いま
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　他方、第 2 回調査の法学においては、第 1 に対象者によって、1. 法学の知識を仕事で使
う、2. 法学の知識を仕事で使わない、3. 就職後に役立つとわかる法学の学習経験、16. 英
語の講義への高い評価、17. 意味を見出せない法学の講義、18. 印象に残る講義は現在の仕
事に関係ない、と大学時代の学習についての評価が分かれていた。このような対象者によ
る評価の相違は、第 1 回調査でも見られることである。第 2 に、第 1 回調査ではあまりな
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かった「学習の習慣」が語られていることが特徴である。7. 資格取得のための学習、8. 自
主的な英語学習、というものである。社会学においても、第 1 に同様に対象者によって、
1. 社会学の知識を仕事で使う、2. 社会学のゼミの経験は今でも重要、3. 社会学の知識は
役に立たない、4. 社会学の知識だけでは視野が狭くなる、8. 学生時代の PC による文章作
成経験、9. 学生時代の添削経験、10. 文章作成の仕事はあるが、学生時代の経験は関係ない、





























（法 05）というものである。他方、1. 法学の知識を仕事で使うことに言及していない 1名は、
































いうものである。第 2 回調査では、第 1 回調査の結果と大きな相違点はなく、職業的レリ
バンスの認識の内容は対象者によって異なっているものの、職業的レリバンスがまったく
ないと否定する対象者は 1名のみであった。
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